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援ロボットシステム（ダヴィンチ）を使用し
た内視鏡手術
　・カテーテル：膀胱留置カテーテル
Ⅲ  倫理的配慮
　本学医学倫理委員会に研究計画を提出し、その承
認を得た後研究を開始する。
　個人情報に関しては無記名で連結不可能な形での
実態調査を行い、個人情報の守秘義務を徹底する。
また、調査に協力を得る患者には調査開始前に研究
目的を文章にして説明し研究参加の承諾を得る。研
究の参加はあくまでも患者の自由意思による決定で
あり、参加を拒否または途中でやめても今後のケア
や治療に影響がないことの説明を徹底する。また調
査結果は全て統計的なデータとして処理後に学会発
表、論文作成に使用されるが、個人が特定されるこ
とはない旨を説明する。
Ⅳ  結果
　RARP を受けた患者に対し、カテーテル違和感に
ついてのアンケートを行い、14Fr と 16Fr で差があ
るかVASを用いて調査した。カテーテル違和感を「尿
意」「不快感」「尿道の痛み」としてアンケートを実
施した。図１に示すように、14Fr における「尿意」
「不快感」「尿道の痛み」を日数別に分類したところ、
尿意における平均値は、術当日：0.4　術後１日目：
0.58　術後 3日目：2.76　術後 6日目：1.41。不快
感における平均値は術当日：2.05　術後１日目：2.38
術後 3日目：4.83　術後 6日目：3.01。尿道痛にお
ける平均値は術当日：1.28　術後１日目：2.98　術
後 3日目：3.36　術後 6日目：1.75 となった。
　次に図 2に示すように、16Fr における「尿意」「不
快感」「尿道の痛み」を日数別に分類したところ、尿
意における平均値は術当日：2.7　術後１日目：2.94
　術後 3 日目：2.8　術後 6 日目：3.17。不快感に
おける平均値は術当日：2.8　術後１日目：3.25　術
後 3 日目：3.9　術後 6 日目：3.36。尿道痛におけ
る平均値は術当日：2.38　術後１日目：3　術後 3
日目：3.4　術後 6日目：3.2 となった。
　次に、14Fr と 16Fr の違和感の平均の差が統計学
的に有意かを確かめるために、有意水準 5％で両側
検定のｔ検定を行なったところ、手術当日の尿意ｐ
＝ 0.09、不快感 p＝ 0.61、尿道の痛み p=0.47、術
後 1日目の尿意ｐ＝ 0.11、不快感 p＝ 0.79、尿道
はじめに
　現在、前立腺癌は成人男性の悪性腫瘍罹患率第 4
位（2010 年）となっており、泌尿器悪性腫瘍のな
かでは最も頻度が高い疾患である。PSA 検査の普及
により早期前立腺癌患者は急激に増加し 2020 年に
は最も頻度の高い腫瘍になるではないかと予測され
ている。
　当院では現在ロボット支援下前立腺全摘除術（以
下 RARP とする）が多く施行されている。RARP は
開腹手術と比較して非侵襲的で、出血などの合併症
の頻度が低い。術後は 6日目まで膀胱留置カテー
テル（以下カテーテル）が挿入されており、太さは
14Fr または 16Fr と個人により異なる。術後に尿意
や尿道痛等のカテーテル違和感を訴える患者は多く、
特に手術当日～術後 1日目に集中しており、術後 2
日目以降になるとカテーテル違和感を訴える患者は
減少する。そこで私たちは、カテーテル違和感は日
数の経過と共に軽減しているのか、訴えがないだけ
で違和感は継続しているのか疑問に感じた。カテー
テル違和感の原因として、カテーテルの太さ、挿入
してからの時間経過、年齢が影響していると考え、
太さの違いによるカテーテル違和感の出現・消失時
期の検討をしたいと考えた。
Ⅰ 目的
　カテーテルの太さの違いによる違和感の出現・消
失時期を明らかにする。
Ⅱ  研究方法
１．分析方法：アンケートを用い、膀胱留置カ
テーテルの太さの違いによる違和感（尿意の有
無・尿道痛・不快感）についての調査を行い、t
検定を用いて比較分析した。
２．対象者：A大学病院泌尿器科病棟にて RARP
を受けた患者 21名（14Fr：6名16F：15 名）。
３．期間：2014 年 9月～ 11月
４．データ収集方法：RARP を行う患者のうち、
同意していただいた方に対して VAS を用いて手
術当日 ･術後 1日目 ･術後 3日目 ･術後 6日目
に自記入式でアンケート行った。
　　測定結果の内容は別紙参照。
５．用語の定義
　・RARP：ロボット支援下前立腺全摘術
　・ロボット支援下：IntuitiveSurgical社製手術支
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の痛み p=0.98、術後 3日目の尿意ｐ＝ 0.98、不快
感 p＝ 0.53、尿道の痛み p=0.98、術後 6日目の尿
意ｐ＝ 0.26、不快感 p＝ 0.8、尿道の痛み p=0.3 と
いう結果になった。
　また、図 1の結果と図 2の結果を年齢別と日にち
別に比較した結果、術当日の 50歳代・60 歳代の比
較では、尿意：0.37　不快感：0.86　尿道痛：0.42。
50 歳代・70歳代の比較では、尿意：0.34　不快感：
0.93　尿道痛：0.51。60 歳代 ･70 歳代の比較では、
尿意：0.73　不快感：0.94　尿道痛：0.88。術後 1
日目の 50 歳代・60 歳代の比較では、尿意：0.93　
不快感：0.21　尿道痛：0.15。50 歳代・70 歳代の
比較では、尿意：0.77　不快感：0.16　尿道痛：0.21。
60 歳代 ･70 歳代の比較では、尿意：0.76　不快感：
0.20　尿道痛：0.79。術後 3日目の 50歳代・60歳
代の比較では、尿意：0.60　不快感：0.98　尿道痛：
0.86。50 歳代・70 歳代の比較では、尿意：0.64　
不快感：0.83　尿道痛：0.61。60 歳代 ･70 歳代の
比較では、尿意：0.86　不快感：0.73　尿道痛：0.33。
術後 6日目の 50 歳代・60 歳代の比較では、尿意：
0.36　不快感：0.51　尿道痛：0.67。50 歳代・70
歳代の比較では、尿意：0.42　不快感：0.92　尿道
痛：0.58。60 歳代 ･70 歳代の比較では、尿意：0.73
　不快感：0.44　尿道痛：0.75 となった。
Ⅴ  考察
　今回、アンケートを用いてカテーテルの太さの違
いによる違和感（尿意の有無・尿道痛・不快感）に
ついて調査した。それにより、カテーテルの太さの
違いによる違和感の出現・消失時期を明らかにする
ことができた。当院では、RARP はクリニカルパス
であり、カテーテルは術後 6日目に抜去することが
決まっている。そのため、違和感の訴えが多い手術
当日と術後 1日目、中間の日の術後 3日目、カテー
テル抜去日の術後 6日目にアンケートを実施した。
　手術当日の「尿意の有無」ついては 14Fr：0.40、
16Fr：2.74 と有意差があったが、その他の「尿道痛」
「不快感」や、手術当日～術後 6日目までの日数経過
についての有意差は認められなかった。年齢別の比
較について福井らは、「年齢別に見た不快の出現状況
も老若による規則性は見られず、個人差があるもの
と考えられる。」と述べている。今回、カテーテル違
和感について 70 歳代、60 歳代、50 歳代の年齢別
にｔ検定を用いて比較したところ、年齢による有意
差は認められなかった。
　私たちは、カテーテルの違和感は時間の経過とと
もに軽減していくと考えていたが、VAS を用いたア
ンケート結果では時間が経過しても変化はなく、違
和感は持続していた。福井らは、「“安静” はカテー
テルの可動に伴う物理的刺激を軽減するためのアプ
ローチである。軽度の不快に対しては一定の効果が
得られた。」と述べている。このように今回の結果で
は 14Fr・16Fr 共に術後 3日目にカテーテル違和感
が増強しているが、それは手術当日・術後 1日目は
疼痛により ADL が低下し、安静にしている時間が長
いことが影響していることが推察された。術後 2日
目～ 3日目になると ADL も自立し、日中の活動時間
が長くなることで、カテーテルの違和感をより強く
感じ始めるのではないかと考える。術後 3日目と 6
日目を比較したところ術後 6日目にはやや違和感の
軽減が見られたが、消失は認められなかった。福井
らが、「カテーテル挿入期間が3日以上の者を対象に、
挿入後 1日目と 2日目、2日目とカテーテル抜去日
の不快感の比較をしたところ、7割の者は苦痛の程
度に変化がなく、挿入後時間の経過に伴う慣れがあ
るとは言えない結果であった。」と述べているように
同様の結果となった。
　今回の調査では、14Fr の症例数が 6例と少ないた
め今後は症例数を増やし、有用性を出していきたい
Ⅵ  結論
１．カテーテルの太さによる違和感の違いはない。
２．カテーテル挿入経過時間に対する違和感の消
失時期は比例しない。
３．カテーテル違和感に年齢差はない。
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図１　時間別症状経過－14Fr
図２　時間別症状経過－16Fr
１０
９
８
７
６
５
４
３
２
１
０
尿意 不快感 尿道痛
手術当日 術後１日目 術後３日目 術後６日目
14Fr
１０
９
８
７
６
５
４
３
２
１
０
尿意 不快感 尿道痛
手術当日 術後１日目 術後３日目 術後６日目
16Fr
− 41 −
第35回東京医科大学病院看護研究集録
図３　年齢別症状経過－手術当日
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図４　年齢別症状経過-手術後１日目
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図５　年齢別症状経過－手術後３日目
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図６　年齢別症状経過－手術後６日目
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